
塩
の
研
究
』
一
九
八
四
）。
古
代
の
吉
備
は
鉄
と
塩
の
生
産
で
権
力
を
伸
張

し
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

北
部
九
州
の
古
墳
時
代

一

前
方
後
円
墳
の
出
現

石
塚
山
古
墳

と
赤
塚
古
墳

我
が
国
で
初
め
て
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
て
か
ら
そ
れ
ほ

ど
の
時
を
経
ず
に
、
お
よ
そ
三
世
紀
の
後
半
に
現
在
の
苅

田
町
役
場
の
南
の
海
岸
部
に
大
規
模
な
人
工
物
が
造
ら
れ
た
（
図
２
―
１０４
）。

ほ
ぼ
全
体
を
径
数
十
�
の
石
で
覆
っ
た
姿
は
ま
さ
に
石
の
山
で
あ
っ
た
。

こ
の
石
塚
山
古
墳
は
日
本
列
島
で
最
初
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
の
一
群

に
属
し
、
全
長
一
一
〇
㍍
、
後
円
部
直
径
約
六
〇
㍍
、
前
方
部
長
五
〇
㍍

の
規
模
を
も
つ
と
さ
れ
る
が
、
墳
丘
確
認
の
発
掘
調
査
が
部
分
的
に
し
か

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
前
方
部
前
面
に
墓
地
が
造
営
さ
れ
て
い
る
関
係
も

あ
っ
て
正
確
な
規
模
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
古
く
江
戸
時
代
（
一
七
九

六
年
）
に
石
室
が
開
け
ら
れ
、
そ
の
際
に
銅
鏡
一
四
（
一
説
に
一
一
・
一

二
）
枚
、
素
環
頭
太
刀
や
銅
鏃
な
ど
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
現

在
で
は
銅
鏡
七
枚
、
鉄
製
素
環
頭
太
刀
片
・
銅
鏃
一
点
な
ど
が
近
く
の
宇

原
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
八
）
以
降
に
数
次
に
わ
た
る
発
掘

調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
全
体
は
未
発
表
だ
が
主
体
部
の
調
査
内
容
が
公
表

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
竪
穴
式
石
室
は
長
さ
一
六
㍍
、
幅
一
一

ぼ

こ
う

㍍
の
巨
大
な
墓
壙
（
石
室
を
埋
め
た
穴
）
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
石
室
は

大
破
し
て
い
て
、
そ
の
痕
跡
か
ら
内
法
で
幅
一
・
四
㍍
と
推
測
さ
れ
た

が
、
長
さ
な
ど
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
記
録
で
は
長
さ
三

間
（
約
五
・
四
㍍
）、
床
面
の
幅
三
尺
（
約
〇
・
九
㍍
）、
上
端
の
幅
二
尺

（
約
〇
・
六
㍍
）、
深
さ
三
尺
余
り
と
記
録
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
。

こ
の
石
室
に
は
通
常
と
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。
一
般
の
竪
穴
式
石
室
で
は

遺
骸
を
納
め
た
木
棺
を
囲
む
部
分
だ
け
が
石
材
の
木
口
面
を
揃
え
て
空
間

を
形
成
し
、
そ
の
外
側
は
乱
雑
に
石
を
投
げ
込
ん
だ
よ
う
な
状
態
で
あ
る

（
図
２
―
７７
参
照
）
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
墓
壙
壁
に
沿
っ
た
、
本
来
な
ら

ば
全
く
見
え
な
い
は
ず
の
部
分
で
石
室
壁
面
と
同
様
に
面
を
揃
え
た
よ
う

に
工
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
町
教
委

に
よ
る
調
査
で
は
新
た
に
舶
載
鏡
（
細
線
式
獣
帯
鏡
）
片
、
琥
珀
製
勾
玉
、

碧
玉
製
管
玉
、
小
札
革
綴
冑
、
鉄
鏃
、
太
刀
、
鉄
斧
、
�
、
蛸
壷
を
含
む

土
器
片
な
ど
が
出
土
し
た
（
苅
田
町
教
委
「
石
塚
山
古
墳
発
掘
調
査
概
報
」

『
苅
田
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
九
集
、
一
九
八
八
な
ど
）。

石
塚
山
古
墳
と
同
じ
こ
ろ
に
造
ら
れ
た
古
墳
に
宇
佐
市
赤
塚
古
墳
が
あ

る
。
駅
館
川
右
岸
の
段
丘
上
に
位
置
し
、
全
長
六
〇
㍍
弱
の
前
方
後
円
墳

で
周
濠
を
伴
う
（
図
２
―
１０８
）。
こ
れ
も
古
く
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に

発
掘
さ
れ
た
た
め
に
細
部
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
型
の
箱
式
石
棺
か
ら
舶

載
鏡
五
枚
（
盤
龍
鏡
一
枚
、
三
角
縁
神
獣
鏡
四
枚
）
や
玉
類
・
鉄
製
品
な
ど

が
出
土
し
た
。
主
体
部
こ
そ
地
域
色
あ
る
石
棺
を
使
用
す
る
が
、
出
土
品
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図２―１０４ 苅田町石塚山古墳
（苅田町教委「石塚山古墳発掘調査概報」より）
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や
、
何
よ
り
も
前
方
後
円
形
と
い
う
外
形
の
特
徴
は
初
期
の
古
墳
文
化
そ

の
も
の
で
あ
る
（
小
田
富
士
雄
ほ
か
「
宇
佐
市
の
先
史
・
原
史
時
代
」『
宇
佐

市
史
』
上
巻
、
一
九
七
五
）。
こ
れ
ら
の
九
州
で
最
古
と
さ
れ
る
主
要
な
前

方
後
円
墳
が
い
ず
れ
も
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
豊
前
地
方
に
位
置
す
る
こ
と

は
、
西
に
向
か
っ
て
勢
力
圏
を
広
げ
た
初
期
ヤ
マ
ト
政
権
が
九
州
へ
記
し

た
第
一
歩
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
海
路
を
確
保
す
る
上

で
こ
の
地
が
特
に
重
要
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
邪
馬

台
国
の
時
代
か
ら
属
国
的
位
置
に
あ
っ
た
玄
界
灘
沿
岸
地
域
へ
い
た
る
中

継
地
と
し
て
の
意
味
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

弥
生
時
代
末
期
の
首
長
墓
と
し
て
は
、
豊
津
町
徳
永
川
ノ
上
遺
跡
で
発

見
さ
れ
た
墳
墓
群
が
京
築
地
域
で
は
規
模
・
内
容
と
も
に
突
出
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
箱
式
石
棺
や
石
蓋
土
壙
墓
な
ど
を
埋
葬
部
と
す
る

一
辺
長
十
数
㍍
の
低
墳
丘
の
方
形
墓
で
、
出
土
品
は
小
型
銅
鏡
一
枚
あ
る

い
は
鏡
片
、
鉄
剣
・
鉄
鏃
・
�
な
ど
の
若
干
の
鉄
製
武
器
・
農
工
具
や
玉

類
、
そ
し
て
在
地
系
の
土
器
で
あ
っ
た
。
勝
山
町
小
長
川
遺
跡
や
行
橋
市

下
稗
田
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
墳
墓
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
墳

墓
で
は
内
部
に
複
数
の
埋
葬
部
が
納
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
個
人
の
た

め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
石
塚
山
古
墳
の
よ
う
に
大
規
模
な
前
方
後
円

形
の
墳
丘
を
も
ち
、
長
大
な
竪
穴
式
石
室
、
葺
石
と
い
っ
た
施
設
を
備
え

た
個
人
の
た
め
の
墳
墓
は
地
域
で
自
然
発
生
的
に
成
立
し
た
も
の
で
は
あ

り
え
な
い
。
北
部
九
州
の
人
々
か
ら
見
れ
ば
、
前
方
後
円
墳
は
ま
さ
に
突

如
と
し
て
出
現
し
た
驚
異
的
な
構
造
物
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

北
部
九
州
の
纏
向

型
前
方
後
円
墳

一
方
、
小
郡
市
津
古
生
掛
古
墳
は
全
長
三
三
㍍
、

後
円
部
直
径
二
九
㍍
、
前
方
部
長
四
㍍
、
同
前
端

部
幅
一
二
㍍
を
測
る
や
は
り
初
期
の
古
墳
で
あ
る
。
後
円
部
は
正
円
と
な

ら
ず
、
前
方
部
も
形
状
が
整
わ
ず
極
め
て
短
く
、
そ
の
先
端
部
が
撥
形
に

開
く
纏
向
型
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
組
合
式
木
棺
に
復
原
さ
れ
る
主
体
部

は
す
で
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
棺
内
外
か
ら
中
国
古
代
の
後
漢
晩
期
か

ら
三
国
時
代
初
期
、
三
世
紀
前
半
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
方
格
規
矩
鳥
文
鏡
一

枚
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
鉄
剣
一
点
、
鉄
鏃
三
三
点
、
鉄
斧
二
点
や
鳥
形
土
器

を
は
じ
め
と
す
る
土
器
が
出
土
し
た
。
鉄
鏃
は
定
角
式
と
呼
ば
れ
る
古
墳

時
代
前
期
に
流
行
す
る
銅
鏃
と
共
通
す
る
形
態
で
、
土
器
と
と
も
に
畿
内

系
の
遺
物
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
古
墳
の
裾
に
は
円

（
方
）
形
周
溝
墓
七
基
な
ど
の
「
付
設
遺
構
」
が
取
り
付
く
こ
と
も
特
徴

的
で
あ
る
。（
小
郡
市
教
委
「
津
古
生
掛
遺
跡
Ⅱ
」『
小
郡
市
文
化
財
調
査
報

告
書
』
第
四
四
集
、
一
九
八
八
）。

纏
向
型
前
方
後
円
墳
を
提
唱
し
た
寺
澤
薫
は
、
こ
の
種
の
前
方
後
円
墳

は
奈
良
県
纏
向
遺
跡
の
墳
墓
群
の
影
響
下
に
東
北
地
方
南
部
か
ら
南
九
州

に
ま
で
「
定
型
化
」
し
た
前
方
後
円
墳
に
先
立
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る
（「
纏
向
型
前
方
後
円
墳
の
築
造
」『
考
古
学
と
技
術
』
一
九
八
八
、

同
「
王
権
誕
生
」『
日
本
の
歴
史
』
〇
二
、
二
〇
〇
〇
）。
北
部
九
州
で
は
津

古
生
掛
古
墳
の
ほ
か
、
福
岡
県
那
珂
八
幡
古
墳
（
福
岡
市
教
委
「
那
珂
八

幡
古
墳
」『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
四
一
集
、
一
九
八

六
）・
名
島
古
墳
（
池
崎
譲
二
ほ
か
「
名
島
古
墳
調
査
報
告
」『
福
岡
市
歴
史
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100 

0 

m 

資
料
館
研
究
報
告
』
一
四
、
一
九
九
〇
）、
筑
紫
野
市
原
口
古
墳
（
森
山
栄

一
「
原
口
古
墳
」『
第
二
四
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
定
型
化
す
る
古
墳
以
前

か
ん
の
く
ら

の
墓
制
』
第
Ⅰ
分
冊
、
一
九
八
八
）
、
甘
木
市
神
蔵
古
墳
（
甘
木
市
教
委
「
神

蔵
古
墳
」『
甘
木
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
集
、
一
九
七
八
）、
小
郡
市

津
古
一
号
墳
（
小
郡
市
教
委
「
三
国
の
鼻
遺
跡
Ⅰ
」『
小
郡
市
文
化
財
調
査
報

そ
う
ず
い
し
ば
や
ま

告
書
』
第
二
五
集
、
一
九
八
五
）、
佐
賀
県
唐
津
市
双
水
柴
山
二
号
墳
（
唐

津
市
教
委
「
双
水
柴
山
遺
跡
」『
唐
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
二
〇
集
、

一
九
八
七
）
な
ど
を
類
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
那
珂
八
幡
古
墳
は
第
二

主
体
部
（
木
棺
直
葬
）
か
ら
、
名
島
古
墳
・
原
口
古
墳
は
粘
土
槨
と
推
定

さ
れ
る
埋
葬
部
か
ら
、
そ
し
て
神
蔵
古
墳
は
長
さ
五
㍍
余
、
幅
一
・
六
〜

二
㍍
の
長
円
形
に
近
い
竪
穴
式
石
室
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
角
縁
神
獣
鏡
を
出

土
し
た
古
墳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
「
庄
内
式
新
段
階

か
ら
布
留
式
」
の
段
階
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
纏
向
型
前
方
後

円
墳
と
三
角
縁
神
獣
鏡
を
出
土
す
る
定
型
化
し
た
前
方
後
円
墳
か
ら
出
土

す
る
土
器
の
間
に
明
瞭
な
一
線
を
画
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
従

来
、
粘
土
槨
と
い
っ
た
竪
穴
式
石
室
を
簡
略
化
し
た
埋
葬
形
式
は
、
古
墳

発
生
か
ら
一
定
段
階
遅
れ
て
出
現
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

の
有
力
な
学
説
を
覆
す
努
力
も
な
さ
れ
て
い
な
い
（
小
林
行
雄
「
竪
穴
式

石
室
構
造
考
」『
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
史
学
論
文
集
』
一
九
四
一
）。

纏
向
型
前
方
後
円
墳
が
提
唱
さ
れ
た
当
時
、
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
纏

向
古
墳
群
で
は
周
溝
出
土
の
土
器
以
外
に
内
容
が
判
明
し
た
古
墳
は
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
一
端
が
明
ら
か

図２―１０５ 纏向型前方後円墳の分布（寺澤薫「王権誕生」より）
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と
な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
は
非
常
に
特
異
な
も
の
で
、
提
示
さ
れ

た
纏
向
型
前
方
後
円
墳
と
の
間
で
主
体
部
構
造
や
出
土
遺
物
で
共
通
す
る

も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
纏
向
型
前
方
後
円
墳
と
い
う
古
墳
型
式
が
成
立

し
、
か
つ
定
型
化
し
た
前
方
後
円
墳
に
先
立
つ
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る

い
は
後
の
帆
立
貝
式
古
墳
と
呼
ば
れ
る
も
の
や
前
方
後
方
墳
の
よ
う
に
、

あ
る
種
の
制
約
か
ら
墳
丘
形
状
（
前
方
部
の
形
状
・
規
模
）
が
規
制
さ
れ

た
も
の
か
、
個
別
の
古
墳
の
詳
細
な
発
掘
調
査
例
が
乏
し
い
現
在
で
は
ま

だ
結
論
が
見
い
だ
せ
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
か
ろ
う
か
。

邪
馬
台
国
傘

下
の
国
々

『
魏
志
倭
人
伝
』
で
邪
馬
台
国
に
服
属
す
る
と
さ
れ
た

北
部
九
州
の
国
々
の
状
況
を
、
一
部
重
複
す
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
見
て
み
よ
う
。

な

福
岡
市
・
春
日
市
付
近
に
考
え
ら
れ
て
い
る
北
部
九
州
最
大
の
奴
国
で

は
、
福
岡
市
那
珂
八
幡
古
墳
（
八
四
㍍
）
の
第
二
主
体
部
の
木
棺
墓
か
ら

三
角
縁
神
獣
鏡
を
出
土
し
て
い
る
。
第
一
主
体
部
は
未
発
掘
だ
が
、
奴
国

中
枢
部
近
く
に
立
地
す
る
。
筑
紫
野
市
原
口
古
墳
は
福
岡
平
野
最
深
部
に

位
置
す
る
全
長
八
六
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
、
古
い
時
期
に
三
角
縁
神
獣
鏡

三
枚
・
鉄
刀
・
鉄
斧
な
ど
を
出
土
し
た
が
、
石
材
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
埋
葬
部
は
粘
土
槨
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
東
区

名
島
古
墳
（
三
〇
㍍
）
が
初
期
の
前
方
後
円
墳
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
詳

細
が
不
明
な
天
神
森
古
墳
（
三
角
縁
神
獣
鏡
一
枚
・
盤
龍
鏡
一
枚
）・
香
住

ケ
丘
古
墳
（
三
角
縁
神
獣
鏡
一
枚
）
な
ど
で
舶
載
鏡
の
出
土
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
小
規
模
な
古
墳
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
箱
式
石
棺
か
ら
二
枚
の

舶
載
鏡
や
銅
鏃
な
ど
を
出
土
し
た
西
区
五
島
山
古
墳
も
詳
細
が
不
明
な
ま

ま
に
破
壊
さ
れ
た
が
有
力
な
古
墳
で
あ
ろ
う
（
亀
井
明
徳
「
福
岡
市
五
島

山
古
墳
と
発
見
遺
物
の
考
察
」『
九
州
考
古
学
』
三
八
、
一
九
七
〇
）。

い

と

弥
生
中
・
後
期
の
王
墓
が
知
ら
れ
て
い
る
伊
都
国
（
前
原
市
周
辺
）
は

北
部
九
州
随
一
の
前
方
後
円
墳
密
集
地
域
で
あ
り
、
総
数
は
五
〇
基
を
こ

え
、
そ
の
四
割
が
前
期
に
属
す
る
と
い
う
（
柳
田
康
雄
『
伊
都
国
を
掘
る
』

二
〇
〇
〇
）。
し
か
し
、
内
容
が
判
明
す
る
古
墳
は
多
く
は
な
い
。
前
期

後
半
に
築
造
さ
れ
た
二
丈
町
銚
子
塚
古
墳
は
発
掘
調
査
さ
れ
て
内
容
が
判

明
し
た
数
少
な
い
古
墳
で
あ
る
（
一
〇
三
㍍
、
小
林
行
雄
「
一
貴
山
銚
子
塚

古
墳
の
研
究
」『
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
』
第
一
六
輯
、

一
九
五
二
）。
そ
れ
を
遡
る
古
墳
と
し
て
前
原
市
御
道
具
山
古
墳
（
六
五

㍍
）・
同
市
端
山
古
墳
（
七
八
㍍
、
福
岡
県
教
委
「
三
雲
遺
跡
」
Ⅲ
『
福
岡

県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六
三
集
、
一
九
八
二
）
や
志
摩
町
稲
葉
一
号
墳

（
四
四
㍍
、
志
摩
町
教
委
「
稲
葉
古
墳
群
」『
志
摩
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』

第
五
集
、
一
九
八
五
）
な
ど
の
前
方
後
円
墳
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

地
域
で
は
稲
葉
一
号
墳
で
大
破
し
た
竪
穴
式
石
室
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
舶
載
三
角
縁
神
獣
鏡
は
詳
細
が
不
明
な
前
原
市
大
日
古
墳
の
二
枚
が

知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ま
だ
古
墳
時
代
前
期
の
銅
鏡
は
少
な
い
よ
う
で

あ
る
。
福
岡
市
西
区
の
山
の
鼻
一
号
墳
（
五
〇
㍍
、
福
岡
市
教
委
「
山
の

鼻
一
号
墳
」『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
〇
九
集
、
一
九
九

二
）・
同
二
号
墳
（
七
五
㍍
、
福
岡
市
教
委
「
山
の
鼻
二
号
墳
」『
福
岡
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
五
三
集
、
一
九
九
三
）
も
前
期
と
推
測
さ
れ
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て
い
る
が
、
破
壊
が
ひ
ど
い
。

ま
つ

ろ

佐
賀
県
唐
津
市
付
近
と
さ
れ
る
末
廬
国
で
は
双
水
柴
山
二
号
墳
・
久
里

双
水
古
墳
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
全
長
四
一
㍍
以
上
に
復
原
さ
れ
る

前
方
後
円
墳
で
、
埋
葬
部
の
割
竹
形
木
棺
か
ら
刀
子
が
、
墳
丘
か
ら
古
式

の
土
師
器
が
出
土
し
た
が
、
前
方
部
前
端
が
不
明
瞭
で
前
方
後
円
墳
と
す

る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
（
唐
津
市
教
委
「
双
水
柴
山
遺
跡
」『
唐
津
市
文
化

財
調
査
報
告
書
』
第
二
〇
集
、
一
九
八
七
）。
後
者
は
全
長
一
〇
八
㍍
と
玄

界
灘
沿
岸
で
は
最
大
規
模
を
も
つ
が
、
葺
石
や
段
築
成
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
埋
葬
部
は
長
さ
二
・
五
㍍
の
小
型
の
竪
穴
式
石
室
で
、
中
国
製
盤

龍
鏡
一
枚
や
刀
子
・
玉
類
が
わ
ず
か
に
出
土
し
た
。
初
期
の
古
墳
と
考
え

た
場
合
に
は
石
室
形
態
や
乏
し
い
副
葬
品
は
特
記
す
べ
き
現
象
で
あ
る

が
、
出
土
土
器
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
と
は
思
え
ず
、
前
期
後
半
以
降
の

古
墳
と
見
れ
ば
評
価
が
変
わ
る
（
同
「
久
里
双
水
古
墳
調
査
概
要
（
三
）」

『
唐
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
五
九
集
な
ど
、
一
九
九
四
）。

そ
し
て
、
壱
岐
・
対
馬
で
は
初
現
期
の
古
墳
は
未
発
見
で
あ
る
。
対
馬

に
は
古
墳
そ
の
も
の
が
非
常
に
少
な
く
、
反
面
壱
岐
は
優
秀
な
金
銅
製
品

を
も
つ
大
型
古
墳
が
知
ら
れ
る
が
、
後
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
弥
生
時
代
以
来
の
国
々
の
中
で
、
那
珂
八
幡
古
墳
の
中
心
主
体

が
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
竪
穴
式
石
室
と
三
角
縁
神
獣
鏡
を
セ
ッ
ト
で
併

せ
も
つ
古
墳
は
な
く
、
粘
土
槨
が
当
地
で
創
造
し
た
主
体
部
と
考
え
ら
れ

な
い
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
先
述
し
た
よ
う
に
原
口
古
墳
な
ど
も
初
現

期
の
古
墳
と
す
る
に
は
疑
問
が
残
る
。
古
墳
時
代
の
開
始
を
邪
馬
台
国
と

関
連
づ
け
て
考
え
る
場
合
、
こ
れ
ら
邪
馬
台
国
傘
下
の
国
々
で
初
期
の
古

墳
が
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。『
魏
志

倭
人
伝
』
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
な
特
別
に
深
い
関
係
を
読
み
と
る
こ
と

は
困
難
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
石
塚
山
古
墳
・
赤

塚
古
墳
の
評
価
に
も
影
響
す
る
。
ヤ
マ
ト
政
権
は
、
豊
前
を
拠
点
と
し
て

玄
界
灘
沿
岸
地
域
の
古
い
国
々
の
再
構
築
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
、
諸
国
を
監
察
す
る
「
一
大
率
」
が
お
か
れ
た
伊
都
国
の
故
地
、

前
原
市
付
近
に
中
小
の
前
方
後
円
墳
が
集
中
し
て
い
る
現
象
は
注
目
す
べ

き
で
あ
り
、
将
来
的
に
歴
史
を
書
き
換
え
る
発
見
も
あ
り
う
る
。

図２―１０６ 筑紫野市原口古墳
（森山栄一前掲書より）

第２編 先史・原始
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初

期

の

小

古

墳

前
方
後
円
墳
が
初
め
て
造
ら
れ
て
以
降
も
、
弥
生
時
代

の
墳
墓
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
一
辺
長
（
直
径
）
十

数
㍍
ほ
ど
の
小
規
模
な
古
墳
が
各
地
で
造
ら
れ
た
。
前
方
後
円
墳
の
よ
う

に
単
独
で
位
置
す
る
こ
と
は
な
く
、
数
基
な
い
し
数
十
基
が
隣
接
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
小
型
墳
は
多
く
の
場
合
に
方
形
を
呈
し
て
い
て
、
弥
生
時

代
以
来
の
墳
墓
形
式
を
踏
襲
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
山
陰
地
方

や
北
陸
地
方
で
弥
生
時
代
に
そ
の
個
性
を
放
っ
て
い
た
四
隅
突
出
墳
と
呼

ば
れ
る
形
態
は
す
で
に
造
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
外
見

上
は
地
域
性
が
払
拭
さ
れ
て
い
た
。

北
部
九
州
の
場
合
も
弥
生
時
代
に
甕
棺
を
納
め
た
古
墳
状
の
墳
丘
墓
が

甕
棺
墓
盛
行
地
域
を
中
心
と
し
て
分
布
し
た
経
緯
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ

れ
は
一
部
の
指
導
的
な
一
族
を
葬
っ
た
も
の
で
、
広
範
に
使
用
さ
れ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
古
墳
時
代
に
認
め
ら
れ
る
小
規
模
な

墳
墓
に
つ
い
て
、
弥
生
時
代
以
来
の
系
譜
を
引
く
墳
墓
と
い
う
定
義
付
け

は
な
じ
ま
な
い
。

京
築
地
域
に
お
い
て
は
竹
並
遺
跡
（
竹
並
遺
跡
調
査
会
『
竹
並
遺
跡
』

一
九
七
九
）、
苅
田
町
天
疫
神
社
古
墳
群
（
苅
田
町
教
委
「
松
陰
天
疫
神
社

古
墳
群
」『
苅
田
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
〇
集
、
一
九
八
八
）、
勝
山

町
野
添
遺
跡
（
福
岡
県
教
委
「
野
添
遺
跡
」『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』

第
一
四
一
集
、
一
九
九
九
）
や
大
平
村
能
満
寺
古
墳
群
（
大
平
村
教
委
「
能

満
寺
古
墳
群
」『
大
平
村
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
九
集
、
一
九
九
四
）
な
ど

が
知
ら
れ
、
剣
・
刀
子
・
�
・
斧
と
い
っ
た
鉄
製
品
が
一
点
程
度
副
葬
さ

れ
て
い
た
。

群
集
す
る
大
規
模
な
も
の
と
し
て
福
岡
市
藤
崎
遺
跡
（
福
岡
市
教
委
「
藤

崎
遺
跡
」『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
八
〇
集
、
一
九
八
二
）
や

甘
木
市
立
野
遺
跡
（
福
岡
県
教
委
「
立
野
遺
跡
」（
二
）『
九
州
横
断
自
動
車

道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
五
、
一
九
八
四
）
な
ど
が
あ
る
。
一
般
に

副
葬
品
は
や
は
り
わ
ず
か
な
鉄
製
品
・
玉
類
で
あ
る
が
、
藤
崎
六
号
墓
で

は
舶
載
三
角
縁
神
獣
鏡
一
枚
が
、
立
野
遺
跡
一
〇
号
墓
で
は
こ
れ
も
出
土

例
の
少
な
い
筒
形
銅
器
が
出
土
し
た
。
筑
紫
野
市
阿
志
岐
古
墳
群
も
低
墳

丘
の
小
規
模
墳
が
丘
陵
上
に
並
ん
で
い
る
が
、
そ
の
二
六
号
墳
か
ら
銅
鏃

二
九
点
、
鉄
製
品
（
剣
・
鏃
・
斧
・
鋸
）
な
ど
が
出
土
し
て
注
目
さ
れ
る

（
筑
紫
野
市
教
委
「
阿
志
岐
古
墳
群
Ⅱ
」『
筑
紫
野
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』

第
一
二
集
、
一
九
八
五
）。
特
に
こ
れ
ら
の
青
銅
製
品
は
ヤ
マ
ト
政
権
か
ら

配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
遺
物
で
、
小
規
模
墳
か
ら
出
土
す
る
こ

と
は
非
常
に
ま
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
能
満
寺
一
号
（
直
径
約
一
三
㍍
の
円

墳
）・
同
二
号
墳
（
一
辺
約
一
二
㍍
の
方
墳
）
は
、
小
規
模
墳
な
が
ら
葺
石

が
施
さ
れ
、
こ
れ
も
前
方
後
円
墳
に
使
用
さ
れ
た
葺
石
を
模
倣
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
種
の
墳
墓
か
ら
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
布
留
式
（
古
段
階
）
と
呼
ば
れ

る
土
器
が
出
土
す
る
。
こ
れ
ら
の
弥
生
時
代
と
同
様
な
墳
墓
群
も
地
域
の

伝
統
を
示
す
と
い
う
よ
り
は
、
や
は
り
前
方
後
円
墳
に
代
表
さ
れ
る
新
し

い
政
治
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
小
首
長
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
規
模
な
古
墳
に
葬
ら
れ
る
人
々
だ
け
で
地
域
の
支
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配
は
な
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
分
担
し
た
中
間
者

層
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
り
、
円
形
や
方
形
の
小
古
墳
に
は
そ
う
い
っ
た

人
々
が
葬
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
小
規
模
墳
の
群
集
は
五
世
紀
代
以
降
も
存
在
し
、

初
期
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳
群
、
群
集
墳
へ
と
現
象
的
に
は
連
続
的

に
展
開
す
る
。
群
集
墳
の
歴
史
的
な
評
価
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う

に
屯
倉
制
や
部
民
制
の
広
範
な
施
行
に
よ
る
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
直
接
的
人

民
支
配
の
拡
大
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
四
・
五
世
紀
代
の
群
集
す
る
古
墳

と
六
世
紀
代
の
群
集
墳
と
の
相
違
点
は
、
大
き
く
は
分
布
の
一
層
の
拡
散

と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
初
期
の
小
古
墳
の
よ
う
に
支
配
体
制
の
一
翼
を
担

う
階
層
を
造
墓
主
体
に
想
定
す
る
に
は
古
墳
の
数
が
多
過
ぎ
、
古
墳
を
築

造
で
き
る
人
々
が
大
幅
に
増
加
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

京
築
地
域
で
い
え
ば
、
椎
田
町
東
部
か
ら
豊
前
市
西
部
の
丘
陵
上
に
あ
る

古
墳
群
や
行
橋
市
福
丸
地
区
、
苅
田
町
白
川
地
区
の
山
麓
に
位
置
す
る
古

墳
群
が
典
型
的
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
六
世
紀
後
半
以
降
に
造
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
そ
れ
ら
は
、
往
々
に
し
て
直
径
一
〇
㍍
に
満
た
な
い
規
模
で

あ
り
、
副
葬
品
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
こ
と
も
あ
る
。

首
長
の
系
譜

石
塚
山
古
墳
に
継
続
す
る
古
墳
は
周
辺
地
域
で
は
未
発

見
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
地
域
の
大
規
模
古
墳
は
五
世

紀
代
の
行
橋
市
石
並
古
墳
や
苅
田
町
御
所
山
古
墳
で
あ
り
、
空
白
期
は
一

〇
〇
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
数
基
の
首
長
墳
が
す
べ
て
破

壊
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
は
本
来
的
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が

図２―１０７ 立野遺跡遺構配置図
（福岡県教委報告書より）
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角房古墳 

前方後円墳 

円　　　墳 

小 石 室 墳 

方形周溝墓 
箱式石棺墓 
土　拡　墓 
竪穴住居跡 

赤塚古墳 

京塚古墳 

恵良野古墳 
鶴見古墳 

免ヶ平古墳 

福勝寺古墳 

車坂古墳 

角房古墳 

妥
当
で
あ
ろ
う
。
石
塚
山
古
墳
を
造
営
し
た
主
体
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の

か
。
加
え
て
、
市
街
化
し
て
発
掘
調
査
例
が
少
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
る

に
し
て
も
、
周
辺
に
は
弥
生
時
代
以
来
主
要
な
遺
跡
も
知
ら
れ
て
い
な

い
。一

方
、
山
国
川
下
流
域
で
は
大
平
村
・
吉
富
町
で
三
基
の
首
長
墳
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
能
満
寺
三
号
墳
は
全
長
三
三
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
、
小

規
模
な
が
ら
葺
石
の
残
存
状
況
か
ら
後
円
部
三
段
、
前
方
部
二
段
に
段
築

さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
山
国
川
側
か
ら
仰
ぎ
見
ら
れ
る
こ
と
を

意
識
し
た
ら
し
く
、
そ
の
背
面
と
な
る
部
分
で
形
状
が
乱
れ
て
い
た
。
埋

葬
部
は
川
原
石
を
使
用
し
た
竪
穴
式
石
室
と
推
測
さ
れ
、
徹
底
的
に
破
壊

き

ほ
う

さ
れ
て
い
た
が
攪
乱
中
か
ら
舶
載
�
鳳
鏡
片
と
同
じ
く
舶
載
と
思
わ
れ
る

獣
帯
鏡
を
出
土
し
、
そ
れ
以
外
の
遺
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
（
大
平
村

教
委
「
能
満
寺
古
墳
群
」『
大
平
村
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
九
集
、
一
九
九

さ
い
ほ
う

四
）。
能
満
寺
古
墳
群
の
南
五
〇
〇
㍍
に
西
方
古
墳
が
位
置
す
る
。
発
掘

調
査
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
状
で
全
長
五
三
㍍
、
後
円
部
直
径
三
一

㍍
の
古
式
の
墳
丘
形
態
を
示
す
。
能
満
寺
三
号
墳
に
後
続
す
る
首
長
墳
で

あ
ろ
う
（
福
岡
県
教
委
「
金
居
塚
遺
跡
Ⅰ
」『
一
般
国
道
一
〇
号
豊
前
バ
イ
パ

ス
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第
四
集
、
一
九
九
六
）。
こ
れ
ら
は
前
期

前
半
、
同
後
半
に
属
す
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
が
、
中
期
中
ご
ろ
に
比

に

り
ょ
う
や
ま

定
さ
れ
る
古
墳
に
吉
富
町
楡
生
山
古
墳
が
あ
る
。
古
く
に
発
掘
さ
れ
、

周
辺
の
開
発
が
進
ん
で
か
ろ
う
じ
て
古
墳
と
わ
か
る
程
度
に
浸
食
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
行
わ
れ
た
部
分
的
な
発
掘
調
査
に

図２―１０８ 宇佐市川部・高森古墳群
（大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館『うさ・くにさきの歴史と文化』より）
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よ
っ
て
く
び
れ
部
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
あ
ら
た
め
て
前
方
後
円
墳
で

あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
規
模
は
後
円
部
直
径
が
一
七
㍍
と
推

測
さ
れ
る
ほ
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
存
す
る
出
土
品
は
乏
し
い
が
、
出
土

し
た
埴
輪
な
ど
か
ら
年
代
が
推
測
さ
れ
た
（
吉
富
町
教
委
「
楡
生
山
古
墳
」

『
吉
富
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
集
、
一
九
九
一
）。
こ
れ
ら
三
基
の

古
墳
は
直
系
の
三
代
の
墳
墓
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
前
方
後
円
墳
を
継

続
し
て
築
造
で
き
る
有
力
な
集
団
が
地
域
内
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。

能
満
寺
三
号
墳
の
眼
下
に
は
弥
生
後
期
の
巨
大
な
環
濠
集
落
が
存
在
し
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
て
お
り
、
古
墳
出
現
以
前
か
ら
有
力
な
集
団
が
存
在
し

て
い
た
。

ま
た
、
宇
佐
市
赤
塚
古
墳
の
周
辺
で
は
近
接
し
て
免
ケ
平
古
墳
（
五
〇

㍍
）・
角
房
古
墳
（
四
六
㍍
）・
車
坂
古
墳
（
六
〇
㍍
）・
福
勝
寺
古
墳
（
八

〇
㍍
）
な
ど
が
継
続
し
、
鶴
見
古
墳
（
三
〇
㍍
）
が
時
期
的
に
や
や
孤
立

す
る
よ
う
で
あ
る
が
六
世
紀
前
半
ま
で
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
た
。
川

う

さ

部
・
高
森
古
墳
群
と
呼
ば
れ
て
「
菟
狭
国
造
」
一
族
の
墓
域
と
目
さ
れ
て

い
る
（
図
２
―
１０８
、
古
墳
の
規
模
は
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗

資
料
館
『
図
録
う
さ
・
く
に
さ
き
の
歴
史
と
文
化
』
一
九
八
一
、
古
墳
の
編

年
は
真
野
和
夫
「
九
州
―
東
部
（
大
分
）」『
古
墳
時
代
の
研
究
』
一
〇

地

域
の
古
墳
Ⅰ

西
日
本
、
一
九
九
〇
に
よ
る
）。
こ
の
古
墳
群
の
周
辺
部
で

も
弥
生
時
代
前
期
か
ら
後
期
に
い
た
る
長
期
間
に
わ
た
っ
て
環
濠
を
伴
う

地
域
の
中
核
的
な
集
落
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
豊
前

南
部
の
拠
点
と
し
て
ヤ
マ
ト
政
権
に
重
要
視
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
に
応
え
る

だ
け
の
能
力
を
備
え
た
集
団
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て

同
一
と
思
わ
れ
る
集
団
が
権
力
を
維
持
し
た
例
は
九
州
で
も
多
く
な
い
と

は
い
え
、
石
塚
山
古
墳
に
後
続
す
る
有
力
な
古
墳
が
全
く
見
ら
れ
な
い
豊

前
北
部
の
あ
り
方
は
山
国
川
流
域
に
比
べ
て
も
異
様
と
い
っ
て
よ
い
。
こ

の
理
由
に
は
、
石
塚
山
古
墳
の
築
造
に
対
し
て
地
域
社
会
か
ら
の
労
働
力

の
動
員
は
当
然
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
在
地
勢
力
に
よ
っ
て
主
体
的

に
造
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

前
期
後
半
に
は
玄
界
灘
に
面
し
た
二
丈
町
に
一
貴
山
銚
子
塚
古
墳
が
造

ら
れ
る
。
現
状
で
全
長
一
〇
三
㍍
を
測
る
玄
界
灘
沿
岸
地
域
最
大
級
の
前

方
後
円
墳
で
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
未
盗
掘
の
埋
葬
部
の
竪

穴
式
石
室
が
発
掘
さ
れ
た
。
石
室
は
長
さ
三
・
四
㍍
、
幅
一
・
四
㍍
で
狭

長
な
も
の
で
は
な
い
が
、
舶
載
鏡
二
枚
、
�
製
三
角
縁
神
獣
鏡
八
枚
を
は

じ
め
、
刀
剣
類
二
七
口
や
鉄
鏃
・
玉
類
が
出
土
し
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
政
権

に
直
結
す
る
古
墳
と
し
て
は
第
二
世
代
の
内
容
を
も
ち
、
か
つ
副
葬
遺
物

の
内
容
は
九
州
内
で
突
出
し
て
い
る
。
北
部
九
州
全
体
で
見
た
場
合
、
石

塚
山
古
墳
か
ら
一
貴
山
銚
子
塚
古
墳
へ
盟
主
権
が
移
動
し
た
と
見
る
こ
と

も
突
飛
な
発
想
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
ヤ
マ
ト
政
権
は
こ
の
段
階
で

玄
界
灘
沿
岸
地
域
を
あ
ら
た
め
て
掌
握
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二

九
州
古
墳
文
化
の
地
域
性

朝
鮮
半
島
へ
の

進
出
と
北
部
九
州

ヤ
マ
ト
政
権
が
朝
鮮
半
島
へ
の
介
入
を
開
始
し
た

中
期
初
め
の
畿
内
系
遺
物
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
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